
     

二
年
余
り
の
地
域
部
活
の
集
大
成 

六
月
下
旬
、本
連
載
の
初
回
か
ら
紹
介
し
て
い
る

日
本
初
の
文
化
系
・
地
域
部
活
動 

掛
川
未
来
創
造

部
パ
レ
ỿ
ト
は
、部
員
自
ら
の
企
画
制
作
で
部
内
発

表
会
「
ブ
ル
ổ
ム
」(bloom

)
を
掛
川
市
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ổ
・
第
四
会
議
室
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
ブ

ル
ổ
ム
と
は
、最
盛
期
を
迎
え
た
花
と
い
う
意
味
を

持
つ
言
葉
、
企
画
し
た
部
員
の
発
案
で
す
。
発
表
会

の
形
に
は
決
ま
り
が
な
い
た
め
、自
由
な
発
想
で
企

画
で
き
ま
す
。
ダ
ン
ス
パ
フ
Ỿ
ổ
マ
ン
ス
、
ア
ổ
ト

作
品
、自
ら
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し
た
ゲ
ổ
ム
と
い
ỵ

た
過
去
に
も
あ
ỵ
た
発
表
の
ほ
か
、
今
回
、
二
年
余

り
の
活
動
の
振
り
返
り
を
三
年
生
の
部
員
か
ら
複

数
発
表
が
あ
ỵ
た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。 

そ
れ
ぞ
れ
、自
ら
取
り
組
ん
だ
内
容
を
一
通
り
振
り

返
り
な
が
ら
、自
分
自
身
が
成
⾧
し
た
と
思
う
点
を

複
数
あ
げ
て
い
ま
し
た
。
中
に
は
、
演
劇
や
声
劇
に

取
り
組
ん
だ
部
員
は
、自
分
が
過
去
演
じ
た
役
の
声 

     

と
口
調
、そ
の
時
使
ỵ
た
イ
ラ
ス
ト
等
を
ス
ラ
イ
ド

に
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
自
ら
台
本
を
作
り
、
一
人
十

数
役
を
変
幻
自
在
な
声
を
駆
使
し
た
発
表
は
圧
巻
。

当
日
会
場
で
見
る
ま
で
私
も
内
容
は
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、自
由
な
発
想
と
自
分
の
強
み
を
活
か
し
、

実
に
工
夫
さ
れ
た
発
表
に
心
底
感
服
し
ま
し
た
。 

       

昨
今
、
教
育
界
の
中
で
重
要
視
さ
れ
て
い
る
「
メ

タ
認
知
」が
育
ま
れ
て
い
る
事
象
の
一
つ
で
は
な
い

か
と
感
じ
ま
し
た
。
自
分
を
客
観
視
す
る
こ
と
で
、

ど
の
よ
う
に
成
⾧
し
て
き
た
か
を
自
分
で
評
価
で

き
る
。よ
り
高
い
視
点
か
ら
自
分
や
物
事
を
認
知
す

る
こ
と
を
メ
タ
認
知
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

三
年
生
に
と
ỵ
て
は
、入
部
か
ら
二
年
と
数
カ
月

が
経
ち
、
ブ
ル
ổ
ム
の
名
の
通
り
、
中
学
生
活
の
最

盛
期
に
咲
か
せ
た
花
の
数
々
を
発
表
す
る
こ
と
で
、

百
花
繚
乱
の
成
果
を
示
し
た
一
日
に
な
り
ま
し
た
。 

 

地
域
ク
ラ
ブ
へ
の
展
開
と
共
に
部
員
が
減
少 

二
〇
一
八
年
創
部
の
パ
レ
ỿ
ト
は
、三
期
生
を
迎

え
る
二
〇
二
〇
年
よ
り
、市
教
育
委
員
会
の
理
解
と

支
援
に
よ
り
「
掛
川
の
中
学
生
の
部
活
動
に
は
、
学

校
部
活
動
と
地
域
部
活
動
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
」と

い
う
形
の
広
報
を
行
い
、小
学
六
年
生
が
出
席
す
る

中
学
校
説
明
会
に
お
い
て
、部
活
動
一
覧
の
中
に
地

域
部
活
動
が
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、認
知
度
が
あ

が
ỵ
て
い
き
ま
し
た
。「
中
学
に
行
ỵ
た
ら
部
活
は

何
に
入
ろ
う
か
な
？
」と
い
う
最
初
の
選
択
の
中
に

在
る
こ
と
で
、三
期
生
と
四
期
生
は
市
内
九
校
の
う

ち
、七
校
か
ら
一
学
年
二
十
名
ほ
ど
の
部
員
が
入
部
。

最
も
大
勢
い
た
四
年
目
に
は
、五
十
名
近
い
規
模
に

な
り
、
活
動
ジ
ἀ
ン
ル
も
多
彩
に
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
頃
、各
地
の
モ
デ
ル
地
域
で
部
活
動
の
地
域

移
行
の
検
討
が
始
ま
る
中
、掛
川
市
は
全
国
的
に
も

い
ち
早
く
、
部
活
動
の
地
域
展
開
を
推
進
。
令
和
八

部
活
動
改
革
と
心
田
開
発 

第
六
回 

Ộ 
新
た
な
領
域
に
歩
を
進
め
る
地
域
部
活
動 

Ộ 
 

齊
藤 

勇 

多彩な声を駆使して発表する部員 

発表に使用したスライドの一部 



年
夏
に
は
学
校
部
活
動
を
廃
止
し
、生
涯
学
習
の
理

念
の
も
と
、地
域
ク
ラ
ブ
を
展
開
す
る
と
い
う
方
針

を
打
ち
出
し
、
公
言
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
明
確

に
部
活
動
廃
止
を
宣
言
す
る
自
治
体
は
稀
で
大
変

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。廃
止
し
た
後
の
新
た
な
地

域
ク
ラ
ブ
を
市
の
ス
ポ
ổ
ツ
協
会
や
文
化
財
団
が

運
営
す
る
形
で
選
択
肢
を
増
や
し
て
い
く
方
向
性

を
提
示
し
、昨
年
度
か
ら
市
に
よ
る
ク
ラ
ブ
の
新
設

が
始
ま
ỵ
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
民
間
団
体
が
主
催

運
営
す
る
活
動
は
申
請
を
行
ỵ
て
公
認
ク
ラ
ブ
と

な
り
、地
域
展
開
の
一
翼
を
担
う
体
制
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ク
ラ
ブ
は
、小
学
生
か
ら
入
会
対
象
と
し
、

活
動
日
も
学
校
部
活
動
と
重
複
を
避
け
る
団
体
が

多
く
、中
学
生
の
部
活
動
の
最
初
の
選
択
に
た
と
え

入
ら
な
く
て
も
、維
持
で
き
る
可
能
性
は
高
ま
り
ま

す
が
、パ
レ
ỿ
ト
の
よ
う
に
中
学
校
の
教
育
課
程
と

の
連
動
を
図
り
、
中
学
生
の
み
を
対
象
、
活
動
日
も

学
校
部
活
動
と
同
じ
日
に
し
て
い
る
地
域
部
活
は
、

部
活
動
の
最
初
の
選
択
に
入
ら
な
け
れ
ば
、選
択
さ

れ
な
い
確
率
が
増
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
ク
ラ
ブ

自
体
の
周
知
が
す
ぐ
に
浸
透
し
な
い
こ
と
、令
和
八

年
夏
ま
で
は
学
校
部
活
動
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
も

急
激
な
部
員
減
少
の
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。 

全
国
初 

生
涯
学
習
都
市
宣
言
を
行
勂
た
街 

 

私
は
掛
川
の
地
域
部
活
動
の
当
事
者
の
一
人
で

あ
る
と
共
に
、
全
国
の
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行

(
展
開
)の
情
報
発
信
を
最
大
の
主
軸
事
業
と
し
て

い
る
立
場
か
ら
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

生
涯
学
習
の
理
念
を
掲
げ
、学
校
部
活
動
を
廃
止

し
た
後
は
、
中
学
年
代
に
限
定
せ
ず
、
大
人
も
含
め

た
幅
広
い
世
代
が
参
加
で
き
る
地
域
ク
ラ
ブ
が
多

種
多
彩
に
街
に
広
が
ỵ
て
い
く
方
針
は
、大
変
意
義

深
い
と
考
え
ま
す
。
前
・
大
日
本
報
徳
社
の
社
⾧
で

あ
り
、七
期
二
八
年
務
め
た
榛
村
純
一
市
⾧
が
生
涯

学
習
都
市
宣
言
を
し
た
掛
川
市
だ
か
ら
こ
そ
出
来

る
大
事
業
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

パ
レ
ỿ
ト
は
、
主
催
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

日
本
地

域
部
活
動
文
化
部
推
進
本
部
(
略
称
・
ポ
ỿ
カ
)
の

理
念
と
方
針
に
よ
り
、中
学
校
の
教
育
課
程
と
の
連

動
を
重
要
視
、中
学
生
自
身
の
自
主
性
と
主
体
性
を

最
大
限
尊
重
、
見
守
り
ス
タ
ỿ
フ
の
み
が
常
駐
、
指

導
者
を
置
か
ず
、部
活
動
が
本
来
有
す
る
意
義
と
価

値
を
学
校
の
枠
を
越
え
た
地
域
で
展
開
す
る
こ
と

を
追
究
し
て
い
る
た
め
、
指
導
者
を
含
め
、
世
代
を

超
え
た
地
域
ク
ラ
ブ
と
は
性
格
が
異
な
り
ま
す
が
、

私
は
掛
川
市
の
方
針
を
大
い
に
支
持
し
ま
す
。 

街
づ
く
り
共
創
ス
ペ
勖
ス
に
活
動
拠
点
を
移
転 

ブ
ル
ổ
ム
終
了
を
機
に
三
年
生
は
受
験
に
向
け

た
休
部
期
間
に
入
り
、七
月
か
ら
は
二
学
年
で
合
計

六
名
と
な
り
、一
部
屋
で
行
う
小
規
模
な
部
活
に
な

り
ま
し
た
。部
費×

部
員
数
の
予
算
内
で
活
動
を
行

う
パ
レ
ỿ
ト
で
は
、会
場
費
が
重
く
の
し
か
か
る
な

か
、
掛
川
市
中
心
商
店
街
の
一
角
、
元
・
旅
館
(
桃

源
郷
)の
跡
地
に
改
装
オ
ổ
プ
ン
し
た
ポ
ổ
ト
カ
ケ

ガ
ワ
の
共
催
で
、会
場
を
提
供
い
た
だ
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。 

現
在
進
行
形
で

街
づ
く
り
が
進
展

し
て
い
く
現
場
で

活
動
で
き
る
こ
と

で
、
様
々
な
地
域

事
業
と
連
動
し
、

未
来
創
造
部
の
名

に
相
応
し
い
地
域
部
活
の
真
価
を
将
来
的
に
発
揮

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

今
回
、地
域
芸
術
祭
の
ア
ổ
ト
プ
ロ
ジ
ỽ
ク
ト
に

つ
い
て
報
徳
の
観
点
か
ら
ふ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、

六
月
の
発
表
会
の
成
果
、七
月
か
ら
の
拠
点
移
転
と

新
展
開
が
あ
り
、
次
回
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

7 月 4 日 活動場所移転 初日 
（ポートカケガワにて） 


